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１．研究の目的 

 IOT基盤技術研究としては、IOT機器連携を国際規格準拠の環境として設計する技術を構築し、実証環

境でのトライにより、実用的内容になるようにする。 

２．期待される成果 

人が住むスマートハウス（HEMS）環境に着目した「IOT基盤技術の整備」から着手する。その後、HEMS

技術の高度化と普及により、人の生活環境の IOT 化が進むことに着目し、HEMS 等 IOT 基盤技術による、

アンコンシャス（意識しない中での）人の行動把握技術に代表される、人とクラウド（ＡＩ）環境の協

働技術の整備。人とロボットがともに住む環境での人行動把握協働技術の整備。特に、HEMS（IOT 環境）

同士のコミュニケーションによる、「人と人のきずな（見守り連携）支援」をオープンな環境として整備

し、社会貢献する。Fig.1 

Fig.1 研究の全体像 

３．研究の全体計画と研究ステップ 

 IOT基盤技術研究で目指すのは、最終的に、生活空間で利用される「IOT統合（人 HEMS＆IOTロボット

AI）見守りサービス（アプリ）」の提供である。多くの地域企業が実ビジネスで活用できる基盤を研究し、

社会貢献を目指す。図１へ研究の最終像を示す。二軒の家を例に示すが、左側の家（祖父宅）と右側の

家（息子宅）での「人と人のきずな（例：見守りサービス）」を、IOT＆HEMS とロボットと AIの連携環境

ときずな情報がアンコンシャス（意識しないうちに）に実現することを計画している。 

特に、HEMS＆IOT機器が増えつつあるが、統合活用には標準化および連携技術の基盤整備が大事であり、

まだ基盤整備として取り組むべき課題である。そこで、IOT基盤技術の検討にステップを設け５年後に上

記の IOT 統合見守りサービスを企業が活用できる基盤を構築したいと計画する。もちろん、見守るべき

生活空間は多くあるので、数種類の空間を予め検討のとりかかりとして環境整備して、基礎的基盤技術



を構築しながら応用できる基盤技術として育成したい。Fig.2 へ研究概要として研究ステップと研究空間

を示す。 

  

Fig.2 研究ステップ             Fig.3 本年度の研究と成果一覧 

研究ステップ： 

[1]IOT 基盤技術研究 HEMSと IOT機器、との連携技術 

[2]IOT 基盤拡張技術研究 HEMS と IOT機器とロボット機器、との連携基盤の研究 

[3]IOT 協働技術研究 人と HEMS&IOT、人とロボット、との協働技術の研究 

[4]IOT クラウド技術研究 人の行動把握を目指したクラウド AI応用技術の研究 

[5]IOT サービス技術 「IOT統合（人 HEMS&IOTロボット AI）による見守りサービス（アプリ）」を創る 

本年度は、開始の年度であり、[1] IOT 基盤技術研究 HEMS と IOT 機器、との連携技術を実施し、本年

度は、IOT基盤技術の基礎研究として、以下を中心に取り組んだ。 

 

４．本年度研究の成果 

初年度である本年度は、[1]IOT基盤技術研究として、以下２点を基礎研究として検討した。Fig.3 

１）国際社会の IOT技術との整合対応方法の研究「基礎検討用整合ソフトの試作」 

２）サービス作成手法の基礎研究「サービス作成基盤技術の試作」を実施する。 

 

１）国際社会の IOT技術との整合対応方法の研究「基礎検討用整合ソフトの試作」 

=日本企業が世界のガラパゴスにならないためにも、世界にある重要 IOT技術について整合対応方法の研

究を実施して、国際調整力を支援したい。図３に示すように、日本はサービスと機器の両方を ECHONET Lite

規格で統一して HEMS&IOT社会の実現を進めている。しかし、世界中にある IOT規格対応機器（右下）の

活用取込みが遅れており、世界へ日本規格準拠のサービスを展開する時に障壁になりつつある。 

 そこで、海外等の IOT規格（ECHONET Lite以外の規格）対応機器を、日本での ECHONET Lite規格準拠

のコントローラ（図では ECHONET Lite用 MW）で動かせるように統合ソフトを用意することを基盤整備と

して検討する。成果の活用については、kaitセンターの ECHONET LITE規格準拠技術をベースに、国際社

会の IOT 技術への整合可能性を調査する研究会を発足し、本結果をベースに、本格的な検討をコンソー

シアムへ提案しながら、日本企業のニーズと整合取りながら基盤研究していく。関係論文：

[1][2][3][4][6][7][13][14][15][16] 



 特に、上記を目的に、海外規格準拠の製品を対象に、ECHONET Lite コントローラから動作できるよう

に仕様のすり合わせ確認を行った。 

 （１）海外規格 Linking仕様との整合検討。 

  具体的には、日本でも市販されている海外の IoT 規格である Linking 仕様の温度センサを ECHONET 

Lite対応させる試作を実施した。その結果を公開しサンプルとして参照できるように提供した。Fig.4 

  
Fig.4 Linkingセンサの事例              Fig.5 SSNG for iPhone の図 

 

2)サービス作成手法の基礎研究「サービス作成基盤技術の試作」 

中小企業のニーズとして、サービス作成支援を願われている。実ビジネスでのサービス構築は企業業

務であるが、プロトタイプとそのサービスの生活者への利益を明確化する試作と利用評価を本基礎研究

では提供する。 

特に、次年度以降に拡張させる、HEMS関係での ECHONET LITE規格と国際社会の IOT技術を整合させた

環境と、ロボットとの通信環境整備としての[2]IOT 基盤拡張技術研究へ繋がるように、次世代 IOT サー

ビスの可能性を試作して、本 IOT 基盤研究（人と HEMS＆IOT とロボットの連携未来）に興味持つ関係企

業へ提示していきたい。 

 本年度は、以下の３点での具体的検討を実施した。特に公開をし今後の活用展開を図っていく。 

 （２）SSNG for iphone の開発と提供 

  汎用の ECHONET Liteコントローラがいままでなかった。今回、サービス作成基盤として、iphone用

アプリを作成し app store から無償提供した。大変好評で、機器の状態が分かり、簡単に制御できるよ

うになった。Fig.5 参考論文：[5][6][8][11][14][15] 

 

 （３）ECHONET Lite機器オブジェクトの JSON化 

  ECHONET Lite の仕様書は、ECHONET コンソーシアムから紙ベースの pdf 資料でしか提供されていな

い。しかし、ソフト開発者の利便性を考慮すると、アプリソフトが読み込み可能な形式での仕様書が要

望されてきた。そこで、プログラミングが楽になり間違えが減るように、プログラムで読み込み可能な

形式（JSON 形式）で、機器制御仕様（ECHONET 機器オブジェクト）を作成した。また、JSON 化にかかわ

る条件等検討経過と内容については、情報処理学会で発表し、JSON 形式のファイルについては、GiTHUB

へ公開した。すでに、多くの人に活用していただいている。Fig.6 参考論文：[9][10] 

 



 （４）Node-REDの評価と環境提供 

  サービス作成をゼロから実施すると大変である。そこで、サービスを「node（プログラムを詰めた

部品）」と「アルゴリズム（利用方法）」に分離し、node（プログラムを詰めた部品）を事前に準備して

環境提供することで、利用方法を考えることに特化できる技術を選定検討した。その結果、ECHONET Lite

用の部品を node として作成しやすいことから、IBMが基盤開発した node-REDをベース環境として利用す

ることで、ECHONET Lite用のサービスを開発できる環境提供を試作実現させた。Fig.7 参考論文：[5][12] 

   

   Fig.6 EL機器オブジェクトの JSON 化          Fig.7 Node-REDの評価   
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